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最終試験は、2014 年 12 月 20 日に開催された。はじめに中村氏から論文の概要が話された
あと、審査委員から以下のような質問がだされた。 
第１は、政府系ファンドの近年の投資手法、サブプライムローンを中心とする国際金融上
の問題、国有企業と公有企業の違いなどの国家論、等に関する基本的な概念の理解について。 
第２は、シンガポールをはじめとする各国政府系ファンドによる投資は近年急速に増え、
今後、国際摩擦の問題（受入れルールの必要性）が浮上する可能性があるとしているが、シ
ンガポールの政府系ファンドからみて、日本とシンガポールとの関係は、官民を含めて具体
的にどのようになっているのか。 
第３は、「世界同時株安」という危機の深化が背景となってオルタナテイブな投資（代替投
資）が増大するが、それは証券化の進展と関係するのか、またそれはいつ頃からか。 
 第４は、公企業体制であっても効率的にできる理由について。 
 
こうした問題を中心に質疑応答がなされ、いずれの問題についても中村氏は的確に答えら
れた。 
  
なお、第１と第２の質問は、面接に先立ち開催された審査委員会での議論と関連している。 
そこでは、主として近年における政府系ファンドの「投資手法」、すなわちポートフォリオセ
レクションと代替投資の組合せへのシフトがどうなるか、ということについて論議された。 
テマセク社の投資手法は、政府ファンドとしては、世界的に最先端をあゆみ、それが出来
る人材を取り込んでいる。この投資手法をより深く理解するには、同社の投資がどのように
なされ投資範囲がどう拡大しているかという点について、きわめて難解な作業だが、公表さ
れている「営業報告書」の数字などから読みとる必要がある。 
政府系ファンドといっても、経営には口出しをせず収益を挙げられるかどうかといったも
のから収益というよりは技術を取り込むことを第一義的にするもの、あるいはその中間的な
ものまで様々であり、内部資料の分析を通じてシンガポールの特質をより一層具体的に浮き
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彫りにすることが出来るだろう。 
もちろん、こうした点は、中村氏の論文の成果を踏まえた上での議論であって、論文の評
価や貢献をいささか下げるものではないことは、いうまでもない。 
また語学試験については、中村氏がサーベイした英語の参考文献の多さと自ら英語で発表
した論文を対象としており、語学能力は十分有しているものと確認でき、合格とした。 
１時間以上にわたる面接の結果、３名の審査委員は中村氏の学位申請の論文に対して高い
評価を行い、最終的に合格と判定した。 
